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　2008 年みなべ町成人式が、1 月4 日(金)、紀州南部ロイヤ
ルホテルで行われました。
　今年の新成人は、昭和62 年4 月2 日から63 年4 月1 日ま
でに生まれた方で、男性107 人、女性105 人、計212 人です

( 住民基本台帳に記載されている方のほか、町内の小・中学校、高校を卒業し町外へ転出した方など
も含みます)。そのうち成人式に出席されたのは男性91 人、女性91 人、計18 2 人でした。
　成人式は、今年も式典＆集い形式で行われました。前半の式典では、山田五良町長が「これまで大
勢の方々にお世話になってきたことに感謝の気持ちを忘れないように。そして人生が終わるまで成長
し続けてください」と応援の言葉を贈りました。それに応え、新成人の有志約 1 0 人でつくった成人
式実行委員会の松根甲委員長(芝崎)が「常に自
分を見失うことなく、若者らしく夢と希望を抱
き、責任ある行動のとれる大人となるよう努力
していきます」と謝辞を述べました。
　後半は、実行委員会が昨年末から企画を練っ
てきた集いが行われ、新成人たちは旧交を温め
合いながら楽しんでいました。

「若者らしくがんばります」、
式典で謝辞を述べる松根甲
成人式実行委員会委員長

「ずっと成長し続けてください」、式典で応援の言葉を贈る山田町長

久しぶりに同級生が集まり、恩師も交えて
記念写真を撮りました

集いのロシアンルーレットで、
「カラシ入りのシュークリーム
を食べたのはだ～れ？」

「若い時は、失敗も肥や
し。迷ったら、とりあえ
ずゴー」、中学校時代の
恩師４人が応援メッ
セージを一言ずつ贈っ
てくれました

集いの部のビンゴゲームで、
「なかなかそろわんわ～」「これで大人の仲間入り」、最後は一本締めで締めました

集いの人気もん投票( 女性の部)
で、１位～３位に選ばれた新成人
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〈
堺
〉大
津
陽
亮
、楠
木
あ
ゆ
み
、小
谷
汐
利
、酒

井
勇
輔
、中
井
里
実
、平
野
典
男
、前
山
久
美
子
、

松
村
康
司
、向
井
美
雄
、矢
倉
優
也
、湯
川
拓
郎
、

湯
川
陽
平
、〈
埴
田
〉天
野
友
貴
、井
上
佳
寿
美
、

海
野
詩
織
、大
江
幸
、九
谷
晴
久
、九
谷
富
美
子
、

坂
本
真
実
、高
野
順
平
、谷
口
友
香
、田
端
和
基
、

中
家
潤
士
、
林
茉
悠
、
原
直
也
、
平
井
里
奈
、
宮

本
正
弘
、森
博
志
、森
下
慎
悟
、吉
田
裕
紀
、〈
片

町
〉
桂
文
哉
、
田
中
麻
依
子
、
平
芝
真
一
、
堀
田

裕
美
、
南
憲
一
、
安
村
悠
、〈
新
町
〉
白
神
宣
正
、

西
山
静
香
、橋
本
舞
、花
光
亜
未
夕
、山
川
和
毅
、

〈
北
道
〉岩
崎
洋
昭
、大
楠
剛
司
、庄
司
幸
介
、谷

本
好
香
、
濵
田
貴
司
、
堀
本
智
則
、〈
南
道
〉
伊

藤
奈
々
、
河
口
裕
馬
、
田
畑
早
織
、
寺
本
裕
哉
、

畑
﨑
大
地
、
濱
野
結
加
、〈
芝
〉
髙
田
千
尋
、
中

井
彩
江
、
西
山
佳
佑
、
松
嵜
千
佳
、〈
芝
崎
〉
甲

斐
一
史
、
小
山
祐
哉
、
杉
本
加
奈
、
竹
本
彩
乃
、

巽
永
吏
菜
、
谷
希
美
、
田
村
眸
、
松
根
甲
、
宮
﨑

唯
、
矢
田
麻
未
、
山
口
智
貴
、
山
中
太
介
、〈
東

吉
田
〉
池
本
真
也
、
谷
口
麻
衣
、
古
久
保
祐
貴
、

柳
本
春
菜
、山
本
佳
佑
、山
本
祥
加
、〈
気
佐
藤
〉

松
崎
吉
嗣
、〈
新
庄
〉愛
須
麻
衣
子
、深
瀨
道
史
、

前
田
眞
里
、〈
山
内
〉形
部
正
人
、形
部
実
里
、熊

代
淳
子
、
粂
本
佑
介
、
武
田
弘
美
、
田
中
大
介
、

玉
井
康
仁
、玉
井
佑
樹
、西
原
か
な
枝
、松
本
亜

寿
紗
、
山
中
大
樹
、〈
東
岩
代
〉
青
木
利
典
、
亀

田
千
尋
、鳥
本
健
太
、中
元
一
誠
、古
谷
え
り
奈
、

〈
西
岩
代
〉大
江
真
範
、大
山
智
史
、爰
川
友
志
、

泰
地
由
佳
、
橋
本
亜
季
、
橋
本
祥
伸
、
堀
剛
志
、

森
下
智
世
、〈
印
南
町
・
橋
ケ
谷
〉坂
井
千
陽
、杉

本
有
友
美
、中
村
優
基
、橋
本
幹
也
、〈
谷
口
〉井

出
輝
美
、大
久
保
綾
乃
、芝
本
裕
哉
、庄
司
真
彰
、

鈴
木
大
介
、出
崎
将
光
、三
ツ
森
章
祥
、森
本
隆

司
、〈
筋
〉樫
山
直
起
、
園
出
京
平
、谷
翔
太
、寺

本
直
輝
、中
井
敦
子
、番
匠
祐
介
、松
本
知
江
美
、

〈
徳
蔵
〉片
岡
奈
央
美
、永
井
佑
香
里
、森
佑
太
、

〈
熊
岡
〉岡
﨑
加
津
、團
栗
義
浩
、西
面
茉
美
、硲

一
功
、
林
亮
、〈
晩
稲
〉
岩
﨑
志
津
賀
、
榎
本
翔

伍
、
大
西
由
起
、
木
下
明
彦
、
清
水
雄
基
、
松
嵜

弘
之
、
山
﨑
綾
、
山
﨑
香
里
、
勇
惣
隆
至
、
吉
本

克
行
、
吉
本
真
也
、〈
東
本
庄
〉
愛
須
麻
由
、
井

口
香
里
、植
野
亜
友
美
、植
野
奈
美
、植
野
由
樹

子
、
大
野
沙
耶
、
大
野
史
貴
、
岡
﨑
亜
衣
、
佐
々

木
綾
子
、
鈴
木
子
暖
、
土
畑
智
香
子
、
林
純
子
、

東
ゆ
り
あ
、森
本
真
代
、〈
西
本
庄
〉井
上
暢
、大

江
麻
純
、大
久
保
美
里
、大
野
嵩
幸
、小
山
千
香

子
、
下
利
宙
、
田
野
雅
之
、
玉
置
裕
教
、
出
合
和

代
、
西
川
博
樹
、
西
川
昌
見
、
西
川
麻
未
、
畑
野

友
里
、
伏
見
逸
美
、
山
縣
麗
、〈
滝
〉
植
本
奈
緒
、

楠
谷
恭
朗
、田
中
千
恵
子
、森
岡
愛
、〈
熊
瀬
川
〉

芦
硲
建
太
朗
、中
家
彩
智
、〈
高
野
〉久
保
孝
三
、

久
保
博
之
、下
川
吉
哉
、髙
尾
鉄
男
、〈
土
井
〉永

井
良
典
、畑
中
麻
里
、〈
市
井
川
〉樫
本
晴
香
、川

口
輝
子
、
中
村
徹
、
西
川
亜
美
、〈
広
野
〉
平
野

百
香
莉
、〈
島
之
瀬
〉
田
中
宏
子
、〈
東
神
野
川
〉

柏
木
美
緒
、西
冷
子
、森
口
あ
ゆ
み
、山
田
茉
里
、

〈
清
川
〉池
田
亜
都
紗
、井
平
真
吾
、榎
本
梨
奈
、

大
澤
奈
奈
、大
野
智
之
、大
野
莉
代
、尾
家
野
生
、

古
瀬
綾
子
、下
向
清
二
、杉
本
和
樹
、田
中
健
司
、

津
呂
恭
平
、寺
谷
太
一
、中
田
麻
貴
、西
村
治
樹
、

棒
引
葵
、松
下
和
斗
、山
崎
智
矢
、山
本
小
百
合
、

山
本
宗
一
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　〔
敬
称
略
〕

（
卒
業
後
な
ど
に
転
出
さ
れ
た
方
は
、町
内
在
住
時
の
住
所
で
掲
載
し
て
い
ま
す
）

（
印
南
町
・
橋
ケ
谷
の
方
は
、
岩
代
小
学
校
〜
南
部
中
学
校
へ
通
学
し
ま
し
た
）



雨
な
ど
異
常
気
象
が
続
い
た
。
ま

た
、
石
川
県
、
新
潟
県
な
ど
で
は

地
震
も
起
こ
っ
た
。
そ
う
い
う
状

況
の
中
、
消
防
団
員
は
ど
う
い
う

形
で
出
動
の
機
会
が
あ
る
か
分

か
ら
な
い
。
近
く
の
消
火
栓
の
状

態
を
確
認
し
て
お
く
な
ど
常
に

非
常
時
へ
の
備
え
を
し
て
お
き

た
い
。
今
年
も
団
員
と
し
て
責
任

を
も
っ
て
行
動
し
て
い
た
だ
き

た
い
」、
山
田
町
長
が
「
日
ご
ろ

の
団
員
の
皆
さ
ん
の
活
動
は
心

強
い
限
り
で
す
。
今
年
も
崇
高
な

消
防
精
神
を
も
っ
て
町
民
を

守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
表
彰
式
、
新
入
団
員

の
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

(

式
終
了
後
に
予
定
し
て
い
た
一

斉
放
水
は
中
止
さ
れ
ま
し
た)

■●
県
消
防
協
会
日
高
郡
支
部
長

表
彰(

10
年
勤
続
表
彰)

▼
第
２
分
団
＝
小
西
雅
彦(

片

町)

、
橋
本
征
太(

北
道)

、
野
久

保
克
之(

東
吉
田)

、
▼
第
３
分
団
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１
月
７
日(
月)
、
平
成
20
年
み

な
べ
町
消
防
団
出
初
め
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
朝
か
ら

の
雨
の
た
め
、
開
催
場
所
が
南

部
中
学
校
体
育
館(

片
町)
に
変

更
さ
れ
ま
し
た
が
、
消
防
団
員

２
５
８
人
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

員
１
１
１
人
が
元
気
よ
く
参
加

し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
硲
幸
男
団
長(

清

川)

が
「
昨
年
も
猛
暑
や
集
中
豪

＝
福
島
祥
光(

南
道)

、
中
西
正

(

山
内)

、
▼
第
４
分
団
＝
南
博
幸

(

西
岩
代)

、
▼
第
５
分
団
＝
片
岡

亮(

谷
口)

、
硲
一
弘(

熊
岡)

、
▼

第
６
分
団
＝
大
野
淳
一(

西
本

庄)

、
岡
本
敏
広(

同)

、
▼
第
７

分
団
＝
前
田
仁(

滝)

、
上
硲
秀

規(

高
野)

●
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰(

20
年

勤
続
表
彰)

▼
第
５
分
団
副
分
団
長
＝
武
田

光
央(

徳
蔵)

、
▼
第
７
分
団
第

４
班
長
＝
山
本
実(

島
之
瀬)

、

▼
第
２
分
団
＝
山
中
太
一(

芝)

、

▼
第
５
分
団
＝
水
本
孝
雄(

晩

稲)

、
▼
第
８
分
団
＝
市
井
芳
明

(

清
川)

、
萩
野
庄
寿(

同)

■

(

※
役
職
は
退
団
時)

●
県
消
防
協
会
総
裁
感
謝
状
・
町

長
感
謝
状

▼
団
長
＝
川
中
唯
生(

山
内)

、

▼
第
２
分
団
分
団
長
＝
九
谷
和

彦(

北
道)

、
▼
第
３
分
団
副
分
団

長
＝
新
田
庄
司(

新
庄)

、
▼
第
１

分
団
第
１
班
長
＝
平
野
喜
久
夫

(

堺)

、
▼
第
３
分
団
第
１
班
長

＝
形
部
榮
一(

山
内)

、
▼
第
４

分
団
第
２
班
長
＝
駒
木
弘(

西
岩

代)

、
▼
第
５
分
団
第
２
班
長
＝

廣
澤
成
訓(

晩
稲)

、
▼
第
８
分
団

第
４
班
長
＝
谷
口
友
一(

清
川)

、

▼
第
１
分
団
＝
湯
川
真
治(

堺)

、

森
下
秀
夫(

埴
田)

、
杉
本
修
一

(

芝
崎)

、
▼
第
３
分
団
＝
谷
口
由

紀
夫(

山
内)

、
▼
第
７
分
団
＝

岡
田
敦
雄(

熊
瀬
川)

、
金
川
博

巳(

高
野)

、
松
井
誠
一(

島
之

瀬)■●
県
知
事
表
彰

▼
第
８
分
団
副
分
団
長
＝
柳
生

伸
次(

清
川)

●
消
防
庁
長
官
表
彰

▼
第
４
分
団
分
団
長
＝
尾
﨑
剛

通(

西
岩
代)

、
▼
第
８
分
団
分

団
長
＝
小
田
善
一(

清
川)

▼
第
１
分
団
＝
寺
本
伸
昭(

堺)

、

濵
路
忠
典(

同)

、
岡
田
好
浩(

埴

田)

、
▼
第
３
分
団
＝
中
松
祥
典

(

新
庄)

、
榎
本
智
行(

山
内)

、
形

部
拓
志(

同)

、
▼
第
４
分
団
＝

江
向
泰
紀(

西
岩
代)

、
▼
第
５

分
団
＝
小
川
豪(

晩
稲)

、
▼
第
７

分
団
＝
後
昌
和(

熊
瀬
川)

、
米

澤
強(

滝)

、
金
川
大
介(

高
野)

、

　
こ
の
ほ
ど
、
町
民
の
生
命
、

身
体
、
財
産
を
災
害
か
ら
守

る
た
め
、「
み
な
べ
町
地
域
防

災
計
画
」
の
冊
子
が
で
き
あ

が
り
ま
し
た
。

　
地
域
防
災
計
画
は
、
平
成

18
年
６
月
か
ら
作
成
に
と
り

か
か
り
、
委
員
18
人
か
ら
な

る
防
災
会
議(

会
長 

山
田
町

長)

で
の
検
討
協
議
な
ど
を
経

て
完
成
し
ま
し
た
。
作
成
に

あ
た
っ
て
は
、
旧
町
村
の
地

域
防
災
計
画
を
基
盤
と
し
て
、

さ
ら
に
国
の
防
災
基
本
計
画
、

県
地
域
防
災
計
画
、
関
係
法

令
、
地
震
被
害
想
定
結
果
と

も
整
合
し
ま
し
た
。

　
　
地
域
防
災
計
画
の
概
要
は

次
の
通
り
で
す
。

■　
町
土
と
、町
民
の
生
命
、身
体
、

財
産
を
災
害
か
ら
守
る
た
め

■　
災
害
か
ら
町
民
の
尊
い
生
命

と
貴
重
な
財
産
を
守
る
た
め
の

ま
ち
づ
く
り

■①

▼
第
８
分
団
＝
谷
口
勝
良(

清

川)

　
　
　
　
　
　
　〈
敬
称
略
〉

　「
町
の
安
全
を
守
り
ま
す
」。

　
町
消
防
団
は
毎
年
、
年
末
か
ら

２
月
に
か
け
て
、
南
部
地
区
、
岩

代
地
区
、
上
南
部
地
区
、
高
城
地

区
、
清
川
地
区
に
分
け
て
夜
間
の

冬
季
特
別
警
戒
を
行
っ
て
い
ま

す
。「
火
の
よ
ぅ
〜
じ
ん
」
の
声

が
聞
こ
え
た
ら
、「
火
の
始
末

ち
ゃ
ん
と
し
ま
す
。
寒
い
中
ご
苦

労
様
」
と
心
の
中
で
感
謝
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
、
職
員
の
迅

速
な
参
集
、
中
枢
機
能
の
確

保
な
ど
町
災
害
対
策
本
部
の

機
能
強
化
と
、
情
報
収
集
伝

②③④⑤⑥⑦
達
体
制
の
整
備
な
ど
、
危
機

管
理
体
制
を
強
化
す
る
。

町
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め

の
、
町
や
防
災
関
係
機
関
の

機
能
充
実
と
住
民
が
一
体
と

な
っ
た
防
災
体
制
を
確
立
す

る
。
治
山
・
治
水
事
業
や
、
施

設
の
耐
震
化
・
不
燃
化
の
促

進
、
避
難
地
や
避
難
路
の
確

保
な
ど
、
町
の
災
害
防
災
基

盤
を
整
備
促
進
す
る
。

災
害
発
生
時
に
迅
速
・
的
確

な
応
急
対
策
を
実
施
す
る
た

め
、
活
動
体
制
を
充
実
強
化

し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

強
化
す
る
。

地
域
に
お
け
る
自
主
防
災
体

制
の
整
備
を
促
進
す
る
。

防
災
意
識
の
普
及
や
防
災
訓

練
の
実
施
を
通
し
て
、
町
民

の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
。

広
域
的
な
防
災
体
制
を
強
化

充
実
す
る
。

消
防
団
員
の
確
保
や
自
主
防

災
組
織
の
整
備
な
ど
、
地
域

の
消
防
防
災
力
を
充
実
強
化

す
る
。

■▼
総
則 

▽
地
震
被
害
の
想
定
、

防
災
行
政
の
基
本
方
針
、
▽
町

の
実
施
責
任
、
▼
災
害
予
防
計

画 

▽
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の

応
急
対
策
を
実
施
す
る
総
合
的

な
防
災
体
制
の
整
備
、
▽
平
常
時

か
ら
と
る
べ
き
措
置
な
ど
災
害

に
備
え
た
防
災
活
動
、
▼
災
害
応

急
対
策
計
画 
▽
風
水
害
、
大
規

模
事
故
な
ど
の
発
生
時
に
お
け

る
応
急
対
策
、
人
命
救
助
、
被
災

者
の
生
活
支
援
、
再
建
な
ど
、
▽

地
震
、
津
波
災
害
発
生
時
に
お
け

る
応
急
対
策
、
人
命
救
助
、
被
災

者
の
生
活
支
援
、
▽
東
南
海
・
南

海
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
に

つ
い
て
、
当
該
地
震
か
ら
の
避
難

の
確
保
、
地
震
防
災
上
緊
急
に
整

備
す
べ
き
施
設
の
整
備
な
ど
、
▼

災
害
復
旧
計
画 

▽
生
活
再
建
、

地
域
産
業
の
再
建
等
の
取
り
組

み
、
▽
復
興
の
基
本
方
針

　
地
域
防
災
計
画
の
冊
子
は
、
役

場
総
務
課(

第
１
庁
舎
２
階)

、

町
立
図
書
館
ゆ
め
よ
み
館(

片

町)

に
置
い
て
い
ま
す
。
ご
覧
に

な
り
た
い
方
は
お
気
軽
に
お
申

し
つ
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
区

の
区
長
さ
ん
に
も
お
渡
し
し
て

い
ま
す
。

　
み
な
べ
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
地
域
防
災
計
画
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、役
場
総
務
課(

℡
72-

２

０
１
５)

へ
ど
う
ぞ
。

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

↑

冬
季
特
別
警
戒
初
日
の
昨
年
12
月

26
日
、団
員
を
ね
ぎ
ら
う
山
田
町

長(

清
川
公
民
館
で) あ

い
さ
つ
す
る

硲
団
長

婦人防火クラブ員も整列しました

感謝状を贈られた元団長の川中さん

「がんばってください」、新入団員を激励する山田町長
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１
月
８
日(

火)

、
南
部
小
学
校

の
子
ど
も
た
ち
４
１
４
人
が
、

で
き
あ
が
っ
た
ば
か
り
の
新
校

舎
で
３
学
期
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

　
同
日
、
新
校
舎
の
竣
工
式
に

先
だ
っ
て
、
玄
関
で
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
児
童
代
表

の
古
久
保
杏
佳
さ
ん(

６
年)

と

谷
口
有
輝
く
ん(

同)

も
ハ
サ
ミ

を
入
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
校
体

育
館
で
行
わ
れ

た
竣
工
式
に
は

全
校
児
童
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
山
田

町
長
が
「
児
童
の

皆
さ
ん
、
こ
の
新

し
い
校
舎
で
よ

く
学
び
よ
く
遊

ん
で
心
身
と
も

に
す
こ
や
か
に

成
長
し
て
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
後
、
全
児

童
を
代
表
し
て

葛
城
樹
く
ん
が

お
礼
を
述
べ
ま

し
た
。
そ
の
内
容

の
あ
ら
ま
し
を

紹
介
し
ま
す
。

　
「
待
ち
に

待
っ
た
新
校

舎
に
入
れ
る

日
が
訪
れ
ま

し
た
。
こ
の

よ
う
な
す
ば

ら
し
い
校
舎

で
勉
強
で
き

る
こ
と
を
本

当
に
う
れ
し

く
思
い
ま

す
。
ぼ
く
た

ち
も
、
こ
の

校
舎
の
よ
う

に
新
し
い
気

持
ち
で
勉
強

に
運
動
に
が

ん
ば
っ
て
い

き
た
い
と

思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、

こ
の
校
舎
を

大
事
に
使
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
ぼ
く
た
ち
６
年
生
も
小
学
校

生
活
最
後
の
時
を
新
し
い
校
舎

で
過
ご
せ
る
こ
と
を
す
ご
く
幸

せ
に
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、

工
事
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
じ

さ
ん
、
お
兄
さ
ん
が
休
み
な
く
汗

を
流
し
な
が
ら
一
生
懸
命
に
働

い
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
今
ま
で
１
３
４
年
間
と
い
う

長
い
歴
史
の
中
で
、
ぼ
く
た
ち
の

先
輩
で
あ
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
た
ち
が
築
い
て
き
た
南

部
小
学
校
の
す
ば
ら
し
い
伝
統

を
、
後
に
続
く
ぼ
く
た
ち
が
受
け

継
い
で
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

れ
に
負
け
な
い
く
ら
い
大
切
な

思
い
出
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ぼ
く
た
ち
は
今
年
で
卒
業
で

す
が
、
１
年
生
か
ら
５
年
生
の
み

ん
な
も
同
じ
思
い
を
持
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
た
ち
が
卒

業
し
た
後
は
こ
の
思
い
を
ず
っ

と
後
ま
で
伝
え
て
い
っ
て
く
れ

る
と
信
じ
て
い
ま
す
」

　
　(

竣
工
式
の
朝
、２
年
生
の

　
　 

教
室
で)

1 月 13 日(日)に行われた新校舎
見学会には中高生や近隣地区の

方など大勢の皆さんが訪れました

お礼を述べる葛城くん▲

山田町長と並んで古久保さんと谷口くんもテープカット
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中島早弥子選手中島可南子選手沖見祐紀選手 山本怜菜選手

中嶋大選手 西山航平選手沖見直哉選手 冨貴崇伸選手 山本雄大選手

中村心哉選手 中村貴之選手

久保実沙選手桂有希選手 楠本みずき選手 小山夏生選手

葛城樹選手 谷口有輝選手

　
２
月
17
日(
日)
、
第
７
回
市
町

村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大

会
が
和
歌
山
市
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
に
向
け
て
、
た
だ
今
、

町
内
か
ら
選
抜
さ
れ
た
小
中
学

生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ
ー
チ

陣
の
指
導
の
も
と
一
生
懸
命
練

習
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
応
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
大
会
へ
参
加
す
る
み
な
べ
町

選
手
団
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

▼
団
長 

尾
田
真
次(

東
本
庄)

　

▼
監
督 

山
本
昇(

西
本
庄)

▼
コ
ー
チ 

西
村
毅(

清
川)

、
山

下
浩
昭(

片
町)

、
中
早
大
輔(

西

岩
代)

、
中
早
良
太(

同)

、
川
口

奈
津
美(

徳
蔵)

▼
選
手 
▽
小
学
生
男
子
＝
葛
城

樹(

南
小
６
年)

、
谷
口
有
輝

(

同)

、
中
村
心
哉(

岩
小
６
年)

、

中
村
貴
之(

清
小
６
年)

、
▽
小

学
生
女
子
＝
桂
有
希(

南
小
５

年)

、楠
本
み
ず
き(

同
６
年)

、久

保
実
沙(

上
小
６
年)

、
小
山
夏

生(

同)

、
▽
中
学
生
男
子
＝
沖

見
直
哉(

南
中
２
年)

、
冨
貴
崇

伸(

同
３
年)

、
中
嶋
大(

上
中
１

年)

、
西
山
航
平(

同
３
年)

、
山

本
雄
大(

清
中
３
年)

、
▽
中
学

生
女
子
＝
沖
見
祐
紀(

南
中
１

年)

、
山
本
怜
菜(

同)

、
髙
田
愛

子(

同
２
年)

、
中
島
可
南
子(

上

中
２
年)

、
中
島
早
弥
子(

同)

　
小
中
学
生
時
代
に
ジ
ュ
ニ
ア

駅
伝
大
会
で
活
躍
し
た
２
選
手

が
、
高
校
で
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
し
ま
し
た
。

　
日
高
高
校
３
年
、
中
村
悠
二
選

手(

土
井)

は
、
昨
年
12
月
23
日

(

日)

、
京
都
府
で
行
わ
れ
た
第
58

回
男
子
全
国
高
校
駅
伝
競
走
大

会
へ
日
高
高
校
チ
ー
ム
の
一
員

と
し
て
出
場
、
３
区
で
区
間
９
位

と
快
走
し
ま
し
た(

同
校
は
47
校

中
28
位
。
優
勝
は
宮
城
県
・
仙
台

育
英
高
校)

。
ま
た
、
１
月
20
日

(

日)

に
は
、
広
島
県
で
行
わ
れ
た

第
13
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
男

子
駅
伝
競
走
大
会
に
県
チ
ー
ム

の
一
員
と
し
て
出
場
、
雨
の
中
、

１
区
を
走
り
区
間
18
位
と
快
走

し
ま
し
た(

県
チ
ー
ム
は
47
都
道

府
県
中
31
位
。
優
勝
は
長
野
県)

。

　
日
高
高
校
２
年
、
中
野
弥
生
選

手(

東
岩
代)

は
、
１
月
13
日(

日)

、

髙田愛子選手

中村悠二選手

中野弥生選手

京
都
府
で

行
わ
れ
た

第
26
回
全

国
都
道
府

県
対
抗
女

子
駅
伝
競
走
大
会
に
県
チ
ー
ム

の
一
員
と
し
て
出
場
、
６
区
を
走

り
区
間
35
位
と
健
闘
し
ま
し
た

(

県
チ
ー
ム
は
47
都
道
府
県
中
40

位
。
優
勝
は
京
都
府)

。

　
昨
年
12
月
23
日(

日)

、
第
８
回

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技

会
が
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
（
東
本

庄
）
で
行
わ
れ
、
小
学
生
か
ら
一

般
ま
で
33
人
が
壁
登
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
は

入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

●
小
学
生
低
学
年
の
部
　
①
廣

瀬
汐
美(

南
小
３
年)

、
②
真
造

理
絵(

上
小
２
年)

、
③
大
木
悠

衣(

南
小
３
年)

、
●
小
学
生
高
学

年
の
部 

①
真
造
沙
也
香(

上
小

５
年)

、②
岡
崎
葵(

同
５
年)

、③

小
谷
香
奈
美(

同
６
年)

、
●
中
学

生
以
上
一
般
の
部
　
①
真
造
賢

二(

東
本
庄)

、
②
上
野
章(

東
吉

田)

、
③
田
中
寛
子(

南
中
１
年)

　
　
　
　
　
　
　
　 

〔
敬
称
略
〕 各部門で優勝した皆さん



　平成19 年 4 月1 日現在のみなべ町職員の給与
などについて、次のとおり公表します。
( 給与など金額はすべて税金や各種共済保険料
等を差し引く前の額で、いわゆる手取額ではあ
りません)
　また、平成19 年4 月 1 日現在のみなべ町のラ
スパイレス指数(一般行政職)は92.0 です(平成
18年度は91.4)。

■部門別職員構成表（平成19 年 4 月 1 日現在）

■職員の級別内訳（平成19年4月1日現在）

■平成1 8 年度普通会計決算にみる人件費の占める割合

●人件費には、首長や議員など特別職に支給される給与や報酬なども含まれています。
●普通会計とは、一般会計、住宅新築資金貸付事業特別会計、鶴の湯特別会計を合わせたものです。
　国民健康保険特別会計、老人保健特別会計、介護保険特別会計、農業集落排水事業特別会計、公共
　下水道事業特別会計、簡易水道事業特別会計、水道事業会計から支出される人件費は含まれません。

住民基本台帳人口(19.3.31現在)

１４, ７１３人

歳　出　額

93億 213 万円

左のうち人件費

12億6,126万2千円

人件費率

13.6%

参　　　　考

(H17年度の人件費率14.1%)

●給料：本俸のみの額　●給与：給料＋職員手当（扶養手当など）＋期末・勤勉手当

■平成1 8 年度普通会計決算にみる職員給与費

151人

給　    料

5 億6,693 万円

職  員  手  当

7,365万5千円

期末・勤勉手当

2億2,961万6千円

計　

8億7,020万1千円

職員数
（A)

１人当たりの給与費
（B/A)

576 万 3 千円

職　　  員 　　 給 　　 与 　 　費

（教育長は含まれていません）

部　　門

一般行政部門

職　員　数　（人）
１８年 １９年

特別行政部門 教　育

水　道

下水道・
集落排水

その他

小　計

公営企業等
会 計 部 門

増 減

△２

合　　　計

■職員の各部門別の内訳（教育長を含みます）

１２０
２９

７

８

８

２３

１７２

１１８
２８

７

８

８

２３

１６９

△１

０

０

０

△３

０

※ 

「
そ
の
他
」
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、

　
老
人
保
健
事
業
、
介
護
保
険
事
業
に
携

　
わ
る
職
員
で
す
。

区　分

職　  名

１級
主 任
係 長
総括係長
課長補佐

主事補級
主 事 級
主 査 級

２級 ３級 ４級 ５級

副 課 長
課 長

参 事

６級 計

企 画 員
主 幹
副 課 長

職員数（人） １１ １１ ９３ ２６ ２３ ４ １６８

構成比（％） 6.5 6.5 55.4 15.5 13.7 2.4 100.0

　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給料を100と
した場合の地方公務員の給料水準を表したものです。
例えば、国家公務員の給料月額を300,000 円とする
と、みなべ町職員の給料は276,000 円になります。
　平成19年4月1日現在、県内30市町村で一番高い
のは和歌山市の101.4、一番低いのは紀美野町の88.1
です。みなべ町の92.0は、高野町、日高町と同率で、
低いほうから9 番目です。

（B)

職 名

町　長

副町長

収入役

教育長

議　長

副議長

議　員

給料又は
報酬月額
72 万円

59 万円

53 万円

53 万円

28 万円

22 万円

20 万円

6月 12月 計

1.40月分 1.60月分 3.00月分

期　末　手　当

■特別職の給料・報酬の状況
　　　　　　　（平成 19 年 4 月 1 日現在）

勤続年数 自己都合 勧奨・定年

２０年

３０年

２５年

３５年
最高限度額
   (45年)

その他の
加算措置

23.50月分

33.50月分

41.50月分

47.50月分

59.28月分

定年前早期退職特例措置
（２～２０％加算）

30.55月分

41.34月分

50.70月分

59.28月分

59.28月分

■退職手当の状況
          （平成19年4月1日現在）
退職手当の基本額(退職時の給料月額×支給
率)に、退職手当の調整額を加えた額〔 〕

支　給　率

退
職
手
当
の
基
本
額

在級した職務の級に応じた
定額の６０月分

退職手当
の調整額

配 　 偶 　 者

配偶者以外の
扶養親族１人目

配偶者の扶養有り

配偶者の扶養無し
配偶者無し

通勤手当

その他扶養親族１人につき

（加算）
　満16 歳から満22 歳までの未就労の子

借家・借間

 持　　家
（自己所有）

月額12,000 円を超える家賃を支
払っている職員に対し、家賃に応
じ支給。最高限度額27,000 円

世帯主である職員で、自宅の新築、購入
の日から5年間のみ2,500円支給。

■その他手当の状況（月額）（平成19 年 4 月 1 日現在）
13,000円

11,000円

6,000円

6,500円

6,000円

5,000円

交通機関利用者には、その運賃等相当額を支給。
交通用具使用者には、片道２㎞以上である時、
2,000円に、その超える距離１㎞毎に800円を加算
した額を支給。支給限度額は26,000 円。

扶養手当

住居手当

管理職手当 (給料月額に対して)
参事・課長10％ 副課長9％ 主幹8％ 企画員7％

■初任給の状況（平成19年4月1日現在）

区　    分 初 任 給

一般行政職
大学卒

高校卒

17万  200円

13万8,400円

一 般 行 政 職
平均給料月額 平均年齢
32万8,400円 44歳1か月

■平均給料月額の状況
     （平成19年4月1日現在）

■期末・勤勉手当の状況
          （平成19年4月1日現在）

支給月

６月

１２月

計

期　 末 勤 　勉

1.40月分 0.725月分

1.60月分 0.725月分

3.00月分 1.45月分

支 給 総 額

支 給 対 象 職 員

支給職員１人当たり
支 給 平 均 年 額

1,759万 8千円

104人

16万9千円

■時間外勤務手当の状況
       （平成18年度 普通会計決算）

1011

職員数
　１６９人

平成19 年7 月1 日に行われ
た組織の機構改革により、
左表の職名のうち「企画員」
「総括係長」「主査」は、それ
ぞれ「主幹」「係長」「主事」
に統合されました。

※

町民の皆さんの に立つ 、「役場」職員
は町民の生活に密着したあらゆる仕事を
しています。

「申告書の書き方は…」、
　〔役場(第 1 庁舎)税務課窓口で〕
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　「震災が奪ったもの 命 仕事 団欒 街並み 思い出。震災が残して
くれたもの やさしさ 思いやり 絆 仲間」。

　紀州梅の郷救助
隊( 尾﨑剛通隊長)
が昨年に続いて、神
戸市の阪神淡路大
震災メモリアルイ
ベント1.17 のつど
いへ参加しました。
　震災から 1 3 年
たった今回の参加
者は梅ママ隊員も
含め27人。全員がつ

どい実行委員会のスタッフとして、大勢の来場者に梅茶がゆや梅おにぎり
をふるまっただけでなく、場内整備や、震災犠牲者の人数分の竹灯籠にろ

うそくの灯をともす作業を手伝うなど、つどいの運営にも加わりました。
　参加者たちは「前日の夜中に出発し、当日も夜まで働き通しだった。で
も、みんながおかいさんやおにぎりを本当に喜んで
くれ、疲れがふきとんだ。元気につどいに参加でき
たこと、そして、毎日、普通に大過なく生活できる
ことに感謝したい」と話していました。
　なお、梅干は紀州みなべ梅干生産者協議会が提供
してくれました。また、同隊の中越沖地震時の救援
活動に感謝して新潟県柏崎市の関矢登さんがお米
(コシヒカリ)を、日高川町の松井清さんがみかんを
提供してくれました。

「
片
付
け
を
し
て
、
さ
あ
帰
り
ま

し
ょ
う
」

熱
々
の
お
か
い
さ
ん
が「
あ
っ
」

と
い
う
間
に
な
く
な
り
ま
し
た

　「もうすぐみなべの梅林が開園します。みんなで来てください」
「みなべの梅、おいしいでしょ。今度、ぜひ買ってくださいね」。
　みなべの梅のＰＲ隊でもある梅の郷救助隊、来場者に梅干パッ
ク( 3 粒入り)、梅の枝、南部梅林・岩代大梅林のパンフレットも

配って一生懸命宣伝してきました。

　1 月11 日(金)～ 17 日(木)、東京都渋谷区の三越
恵比寿店で「紀州 陽のくにほのぼの日高フェ
ア」があり、みなべ町も参加して梅干や梅肉加
工品、干物などを出品してＰＲに努めました。
また、12 日(土)と 13 日(日)には、来場者に梅の
枝をプレゼントして梅林のＰＲをしましたが、
２日とも用意した100 束が30 分ほどでなくなり
大好評でした。

　今年も1 月9 日(水)、10 日(木)、11 日(金)と、須賀神社、鹿島
神社で「えびす祭」があり、商売繁盛や家内安全を願う大勢
の人でにぎわいました。
　参拝した人たちは「えべっ
さん、今年こそ景気ようして
よ。頼んまっせ」と、福笹を買
い求めていました。また、須賀
神社では３日とももちまきが
行われ、「こっちへほって～」
の声がとびかっていました。

▲「福がありますように」、須賀神社で

「福笹いっぱい作ります」、鹿島神社で▲

　1 月13 日(日)、「明るい町づくり 育てよう
若い芽 みんなの手で」をテーマに、第3 回
みなべ町婦人大会がふれ愛センターで開催さ

　　れ、町内の婦人会員約2 5 0 人が参加しました。
　大会では各婦人会の実践発表の後、堺の常福寺住職、
畑﨑龍定さんの講演「先人の教えに学ぶ」がありまし
た。畑﨑さんの「女性が変わればすべてが変わる。常
に『和顔愛語～にこやかな笑顔、やさしい言葉～』を
忘れないでください」という語りかけに参加者はじっ
と聴き入っていました。

「和顔愛語を忘れないで」と畑﨑さん

▲

　昨年12 月24 日(月)、クリスマスイブの夜、町内47 軒の
お家の子どもたちへサンタがプレゼントを届けました。
　このサンタの訪問は青年クラブみなべ( 中早良太会長)
が「子どもたちの夢をかなえたい」と企画、サンタには
クラブ員が扮し、手分けして各家庭へ届けました。プレ
ゼントはあらかじめ保護者から託されたもので、サンタ
から手渡された子どもたちは大喜びでした。中早会長は
「みんなが喜んでくれてよかった。子どもたちが『サンタ
さんはいる』と夢を持ち続けてくれたらうれしいです。今
年のクリスマスにも企画したい」と話していました。 「はい、プレゼントだよ」、「わーい、ありがとう！」

　昨年12 月 15 日(土)、清川、西村修次さんの工房で、日本
宇宙少年団みなべ梅の里分団の子どもたちが 2 回目の陶芸
教室を楽しみました。子どもたちは、昨年1 0 月の 1 回目の
教室で土を型に巻いて作った湯飲み茶碗の原型に、西村さ
んの指導で釉薬を塗って色付けをしました。その後、電動
ろくろにも挑戦。みんな初めてとあってうまく形になりま
せんでしたが、「おもしろかったぁ」と喜んでいました。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

▲
梅
マ
マ
隊
が「
梅
の
枝
は
い
か
が
」

三
越
で
、「
こ
の
枝
に
梅
の
花

が
き
れ
い
に
咲
き
ま
す
よ
」

▲
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●街のアラベスク(阿刀田高)●お
家さん上下(玉岡かおる)●「三十
歳までなんか生きるな」と思ってい
た(保坂和志)●土曜日(I･ﾏｷｭー ｱﾝ)●
声の文化と子どもの本(松居直)●日
本の論点2008(文藝春秋編)●忙し
いパパのための子育てハッピーアド
バイス(明橋大二)●貧血を治すお
いしいレシピ(牧野直子)●山の
幸利用百科(大沢章)●かんたん、
ふしぎ、切り紙ブック(ｲﾜﾐ･ｶｲ)

　「しらゆきひめ」しか読んだ
ことがないのに、「読」（ヨム）
という名前のせいでブックス
パイにさせられた小学４年生。
有名なお話のわき役や悪もの
が、すねてお話からいなくな
ろうとするのを、なんとかと
めなくちゃならない。がんば
れ、ヨム！　今回は「さんび
きのこぶた」編。

上南部分館・大人向け
●有頂天家族(森見登美彦)●学
校の勉強だけでメシは食えない！
(岡野雅行)●専門医がやさし
く教える肝臓病(熊田博光)

　今、中高年にひそかな人気
というフォト五七五。日常の
何気ないスナップ写真に、五
七五の言葉を添えて、日記が
わりにも、ハガキサイズに印
刷して親しい人に出すのも、
ちょっとおしゃれです。ＮＨ
Ｋ「趣味悠々」の書籍化です。

ゆめよみ館・大人向け

ブ
ッ
ク
ス
パ
イ

  (

秘
密
図
書
委
員)

上南部分館・子ども向け
●きみのからだが地球環境(小
原秀雄)●ウォートンとモートンの
大ひょうりゅう(ｴﾘｸｿﾝ)●ブーン
ブーンひこうき(とよたかずひこ)

　「いのちの語り手登録バン
ク」を主宰し「いのちの出前授
業」を行っている著者が、子
どもを病で亡くした親たちの
物語を紹介します。生と死に
向きあった体験は私たちに命
の大切さを伝えます。家族で
読んでいただきたい一冊です。

い
の
ち
の
灯
台

佐
藤
律
子(

明
石
書
店)

ゆめよみ館・子ども向け
●100万をはかってみよう(ｹﾛｯｸ゙ )●
こやたちのひとりごと(中里和人 写
真)●ふるさとを見直す絵本1～10
(みなみ信州農業協同組合)●あかあ
おきいろ(ﾎー ﾊ゙ ﾝ)●はこははこ？(ポｰ
ﾃｨｽ)●下町不思議町物語（香月日輪)
●森は地球のたからもの(宮脇昭)●
無愛想なアイドル(杉本りえ)●わた
し、獣医になります(井上夕香)

杉山　亮 (学習研究社)

(生涯学習センター内)

 2日(土) わくわくタイム(10:30　
　～)、おはなし会(14:00 ～)
 3日(日) 連続講座「小中学生と本
　をつなぐ」第2回(14:00 ～)
 4日(月) 休館
 9日(土) おはなし会(14:00～)
10日(日) 連続講座「小中学生と本
　をつなぐ」第3回(14:00 ～)
11 日(月) 休館(建国記念の日)
12日(火) 休館
14日(木) ちいさいひとのためのお
　はなし会(10:30 ～)
16日(土) おはなし会(14:00 ～)
18日(月) 休館
23日(土) ビデオ上映会(10:30～)、
　おはなし会(14:00 ～)
25日(月) 休館
28日(木) ちいさいひとのためのお
　はなし会(10:30 ～)
29 日(金) 休館(月末整理日)
3 月1 日(土) わくわくタイム(10:
　30～)、おはなし会(14:00～)
3月2日(日) ビデオ上映会(大人向
　け)(14:00～)
3 月3日(月) 休館

フ
ォ
ト
五
七
五

日
本
放
送
出
版
協
会

　犬のしつけ方、

　中国、韓国、インド……、近所の国々の子ども
たちは毎日どんなふうに暮らしているのかな、ど
んな本を読んでいるのかな。いろんな本や絵本を
読んで想像してみてね。

・
ヨ
ム
！

ペットの法律案内、野鳥ガイド、アニマルセラ
ピーなど、動物とふれあう暮らしに関連した本を
取り揃えました。

　「季節のコーナー」を楽し
みに、ゆめよみ館へ来られる
方も多いのではないでしょ
うか。毎月1 ～2 回、図書館
ボランティアの皆さんが知

恵と心をこめて飾り付けをしてくれているこの
コーナー、今年もどうぞお楽しみに。

３月２日(日)午後２時～
  ゆめよみ館２階会議室で

　朝は牛乳配達、昼はスー
パーで働く5 0 歳の独身女性・
美奈子(田中裕子)。彼女の楽

しみは想いを寄せる同級生・槐田(岸部一徳)に毎
朝、牛乳を届けることだった…。(12 7 分)



15

　
平
成
20
年
の
各
区
の
区
長
さ

ん
が
左
表
の
よ
う
に
決
ま
り
ま

し
た(

世
帯
数
は
昨
年
12
月
末

現
在
の
住
民
基
本
台
帳
か
ら)

。

ま
た
、
町
か
ら
自
治
振
興
委
員

字　名
堺

埴 田
片 町
新 町
北 道
南 道
芝

芝 崎
東 吉 田
気 佐 藤
新 庄
千 鹿 浦
山 内
東 岩 代
西 岩 代
谷 口
筋

徳 蔵
熊 岡
晩 稲
東 本 庄
西 本 庄
滝

熊 瀬 川
高 野
土 井
市 井 川
広 野
島 之 瀬
東神野川
木 ノ 川
軽 井 川
大 川
名 之 内

区　長　名
松 村 久 夫
早 川 義 雄
松 本 設 夫
坂 本 惟 史
三 前 雅 信
池 田 耕 三
新 家 昭 輝
池 田 美 久
中 村 卓 司
大 島 正 勝
西 本 弘 美
東 本 正 文
山 ノ 内 好 一
石 橋 幹 男
尾 﨑 剛 通
鎌 塚 孝 也
湯 川 清 一
武 田 光 生
團 栗 敏 夫
岩 﨑 敏 彦
山 﨑 　 崇
西 川 亮 輔
森 本 　 勝
樫 本 富 男
高 尾 年 博
佐 々 木 庸 夫
道 上 博 志
平 野 博 文
田 中 雅 晴
田 川 幸 一
森 　 美 喜 男
岡 　 菊 夫
津 呂 純 二
久 保 弘 行

世帯数
２４１
５１６
１９０
８９

２４０
１１６
１７３
３７０
２４５
６４
８６
５２

２０９
１６８
１３０
１０３
１２０
７０
７０

２９７
２５９
２０８
１３１
４２
８５
３０
４６
２２
３７
４９
５９
７３
５２
５９

(敬称略)

と
し
て
委
嘱
し
、
各
区
の
自
治

振
興
に
つ
い
て
も
よ
り
一
層
の

協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　
新
区
長
さ
ん
方
に
は
１
年
間

区
内
の
お
世
話
を
は
じ
め
何
か

と
大
変
と
存
じ
ま
す
が
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
１
月
18
日(

金)

に
は
、
初
区
長

会
を
役
場
第
１
庁
舎
で
開
催
し
、

山
田
町
長
が
行
政
の
現
状
と
課

題
を
、
各
課
長
が
課
の
仕
事
内

容
な
ど
を
説
明
し
、
行
政
へ
の

協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
区
長
会
長
と
副
会
長

の
選
任
も
行
わ
れ
、
会
長
に
北

道
区
長
の
三
前
雅
信
さ
ん
、
副

会
長
に
谷
口
区
長
の
鎌

塚
孝
也
さ
ん
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
な
お
、
初
区
長
会
に
先

立
っ
て
、
平
成
19
年
の
区

長
さ
ん
方
に
山
田
町
長

が
感
謝
状
を
贈
呈
し
、
そ

の
ご
苦
労
を
ね
ぎ
ら
い

ま
し
た
。

新区長さんに自治振興委員の
委嘱状を手渡しました

旧区長さんに感謝状を贈呈
しました



で
す
。

　
給
与
所
得
者
で
、
給
与
所
得

の
ほ
か
に
家
賃
収
入
や
配
当
所

得
な
ど
が
あ
っ
た
、
ま
た
、
医

療
費
、
雑
損
、
住
宅
取
得
借
入
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申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

町
は
、
２
月
18
日(

月)

〜
３
月
17

日(

月)

ま
で
、
こ
の
広
報
紙
と
一

緒
に
お
届
け
し
た
チ
ラ
シ
の
通

り
申
告
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

(

給
与
所
得
者
な
ど
の
方
の
還

付
申
告
は
２
月
１
日(

金)

か
ら

受
付
し
ま
す)

　
農
業
、
漁
業
、
営
業
な
ど
の

方
、
源
泉
徴
収
を
し
て
い
な
い

事
業
所
に
勤
め
て
い
る
方
、
配

当
所
得
や
不
動
産
所
得
、
一
時

所
得
が
あ
っ
た
な
ど
の
方
は
忘

れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
れ
ば
、

改
め
て
町
県
民
税
の
申
告
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
は
、
申
告
を
し

な
い
と
国
保
税
額
の
決
定
な
ど

に
不
都
合
が
生
じ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
必
ず
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
個
人
事
業
者
の
消
費

税
の
申
告
は
３
月
31
日(

月)

ま

で
で
す
。

　
所
得
税
と
贈
与
税
の
納
税
も

３
月
17
日(

月)

ま
で
で
す
。
預
金

口
座
か
ら
の
振
替
納
税
を
利
用

し
て
い
た
だ
く
と
、
振
替
納
付

日
は
４
月
22
日(

火)

に
な
り
ま

す
。

　
消
費
税
の
納
税
は
３
月
31
日

(

月)

ま
で
で
す
。
振
替
納
税
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
と
、
振
替
納

付
日
は
４
月
24
日(
木)
に
な
り

ま
す
。

　
２
月
25
日(

月)

に
税
理
士
に

よ
る
申
告
相
談
が
、
２
月
27
日

(

水)

・
29
日(

金)

・
３
月
３
日(

月)

に
は
御
坊
税
務
署
員
に
よ
る
出

張
相
談
が
、
そ
れ
ぞ
れ
役
場
第

１
庁
舎
３
階
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
譲
渡
所
得(

土
地
な
ど
の
売

買)

、
ま
た
は
消
費
税
の
申
告
を

さ
れ
る
方
は
、
こ
の
出
張
相
談

日
に
来
て
い
た
だ
い
て
も
結
構

金
な
ど
の
控
除
を
受
け
よ
う

(

還
付
申
告)

と
す
る
方
も
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
日
に
休
み
が
取
れ

な
い
方
の
た
め
に
、
３
月
２
日

(

日)

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30

分
ま
で
、
役
場
第
１
庁
舎
で
申

告
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
所
得
税
の
定
率
減
税
は
今
回

の
申
告(

平
成
19
年
分)

か
ら
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。
町
県
民
税
の

定
率
減
税
は
昨
年
の
申
告(

平

成
19
年
度)

か
ら
廃
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
平
成
19
年
分
か
ら
所
得
税
の

税
率
と
控
除
額
が
下
表
の
よ
う

に
変
わ
り
ま
す
。

　
損
害
保
険
料
控
除
が
改
め
ら

れ
、
住
宅
や
家
財
な
ど
生
活
資

産
に
か
か
る
地
震
保
険
料
に
対

す
る
控
除
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
所
得
税
か
ら
は
、
地
震
保
険

契
約
に
関
す
る
保
険
料
の
全
額

(

最
高
５
万
円)

が
控
除
さ
れ
ま

す
。
町
県
民
税
か
ら
は
、
保
険

料
の
２
分
の
１(

最
高
２
万
５

千
円)

が
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
19
年
・
20
年
の
入
居
者

に
限
っ
て
、
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
の
控
除
期
間
を
15
年
間

か
10
年
間
か
の
ど
ち
ら
か
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
４
月
１
日
以
後
居

住
す
る
場
合
に
限
り
、
一
定
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
含

む
増
改
築
な
ど
を
行
う
た
め
に

借
り
入
れ
た
住
宅
借
入
金
等
の

一
定
割
合
を
控
除
で
き
る
「
特

定
増
改
築
等
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

控
除
期
間
は
５
年
間
で
す
。

　
平
成
19
年
４
月
１
日
以
後
に

取
得
し
た
減
価
償
却
資
産
は
、

そ
の
償
却
可
能
限
度
額
と
残
存

価
格
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た(

耐

用
年
数
経
過
時
点
に
お
い
て
１

円
ま
で
償
却
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す)

。

　
く
わ
し
く
は
、
御
坊
税
務
署

(

℡
０
７
３
８-

22-

０
６
９
５)

か
、
役
場
税
務
課
へ
。

1,000円から
1,950,000円から
3,300,000円から
6,950,000円から
9,000,000円から

1,949,000円まで
3,299,000円まで
6,949,000円まで
8,999,000円まで
17,999,000円まで

５％
10％
20％
23％
33％
40％

０円
97,500円
427,500円
636,000円
1,536,000円
2,796,000円18,000,000円以上

課税される所得金額 税率 控 除 額

◎改正後の所得税の税率

平
成
19
年
分
の
所
得
税
申
告
の
主
な
変
更
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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（直通電話）

役場への電話は、時間短縮
　のためにも、できるだけ用事のある
　課の直通番号へかけてください。

住民環境課
税 務 課
保健福祉課
産 業 課
会 計 課
共通ＦＡＸ
総 務 課
検 査 室
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ Ａ Ｘ
う め 課
建 設 課
共通ＦＡＸ
保健福祉課

72-2161
72-2162
72-2544
72-1337
72-2596
72-3893
72-2015
72-2142
72-1223
72-1334
72-1335
74-3276
74-3277
74-2367
74-3337

第１庁舎

第２庁舎

生涯学習
センター

１階

２階

１階

１階

１階

２階

浄化センター

３階

(第2庁舎隣)

(第１庁舎隣)

72-3085
72-3605
72-4187
74-3134
74-3334
74-2418
74-2191
74-3621

(保健福祉
 センター)

地域包括支援
セ ン タ ー

Ｆ Ａ Ｘ

Ｆ Ａ Ｘ
教育学習課
中央公民館
共通ＦＡＸ
教育学習課
Ｆ Ａ Ｘ

74-8065
72-1165

74-8013

高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）

うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館

デイサービス ふれ愛センター
デイサービス 特養梅の里
デイサービス ゆうゆう館
老人憩の家  二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所

℡ 75-2455
FAX 75-2802
℡ 76-2250
FAX 76-2109
℡ 72-1400
FAX 72-5804
℡ 72-2127
℡ 72-1410
FAX 84-2048
℡ 74-3444
℡ 74-2300
℡ 76-2258
℡ 72-5611
FAX 72-5610
℡ 74-3337
℡ 75-2618
℡ 72-5900
℡ 72-4455
℡ 72-1389
℡ 75-2005
℡ 72-3808
℡ 74-3150
℡ 74-3119
℡ 26-4909

(田辺市民総合センター敷地内)

上下水道課

はあと館(社会福祉センター)
　〔社会福祉協議会〕

(72-1165は24時間対応)

青少年センター
(生涯学習センター内) ℡ 74-3134

　
４
月
か
ら
、
75
歳(

一
定
の
障

が
い
が
あ
る
場
合
は
65
歳)

以

上
の
方
を
対
象
に
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
で
は
対
象
者
全
員

に
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。
保
険
料
は
、
対
象
者
全

員
が
頭
割
り
で
負
担
す
る
均
等

割
額
と
、
対
象
者
の
所
得
に
応

じ
て
負
担
す
る
所
得
割
率
の
合

計
で
、
和
歌
山
県
内
均
一
の
保

険
料
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
均
等
割
額
　
年
額
４
万
３
３

７
５
円

▼
所
得
割
率
　
７
・
92
％

■　
但
し
、
み
な
べ
町
と
上
富
田

町
の
み
、
１
人
あ
た
り
老
人
医

療
給
付
費
が
県
内
平
均
よ
り
20

％
以
上
低
い
た
め
、
不
均
一
保

険
料
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

▼
み
な
べ
町
の
均
等
割
額
　
年

額
３
万
７
６
５
９
円

▼
み
な
べ
町
の
所
得
割
率
　

６
・
88
％

　
こ
の
保
険
料
は
原
則
と
し
て
、

今
年
４
月
支
給
の
年
金
か
ら
天

引
き(

特
別
徴
収)
さ
れ
ま
す
。

〔
但
し
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者

以
外
の
方
は
10
月
か
ら
で
す
〕

　
く
わ
し
く
は
、
こ
の
広
報
紙

と
一
緒
に
お
届
け
し
た
チ
ラ
シ

(

和
歌
山
県
の
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
お
知
ら
せ)

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
広
報
３

月
号
で
も
引
き
続
き
お
し
ら
せ

し
ま
す
。

　
町
立
給
食
セ
ン
タ
ー
と
町
立

保
育
所
の
臨
時
職
員(

給
食
調

理
員)

を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
　
２
月
12
日(

火)

〜
22
日(

金)

●
募
集
人
数
　
○
給
食
セ
ン

タ
ー
１
人
、
○
保
育
所
１
人

(

応
募
者
が
多
い
場
合
は
面
接

で
決
定
し
ま
す)

●
応
募
資
格
　
○
給
食
セ
ン

タ
ー
＝
調
理
師
免
許
取
得
者
、

ま
た
は
給
食
調
理
経
験
者
、
○

保
育
所
＝
栄
養
士
資
格
か
調
理

師
免
許
取
得
者

●
応
募
書
類
　
○
履
歴
書
、
○

資
格
証
の
写
し

●
採
用
予
定
期
間
　
平
成
20
年

４
月
１
日
〜
21
年
３
月
31
日

(

１
年
間)

〔
社
保
な
ど
各
種
保

険
あ
り
ま
す
〕

●
応
募
受
付
・
問
合
先
　
○
給

食
セ
ン
タ
ー
＝
教
育
学
習
課

(

谷
口
３
０
１-

４
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
２
階)

、
○
保
育
所
＝

住
民
環
境
課(

芝
７
４
２
、
役
場

第
１
庁
舎
１
階)

※
応
募
は
郵
送
で
も
可
。
但
し
、

22
日
ま
で
に
必
着
の
こ
と
。

講
師

と
　
き
　

と
こ
ろ
　

　
農
業
に
携
わ
る
方
だ
け
で
な
く
、一
般
の
方
の
来
場
も
大
歓
迎
で
す
。

ど
う
ぞ
来
場
い
た
だ
き
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
産
業
課(

℡
72-

１
３
３
７)

へ
。
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町
は
、
昨
年
８
月
か
ら
、
小

規
模
事
業
者
が
出
す
事
業
系

ご
み
の
収
集
運
搬
費
用

を
負
担
す
る
制
度
を
設

け
ま
し
た
。

　
事
業
系
ご
み
は
、
基
本

的
に
は
事
業
所
の
責
任

で
適
正
に
処
理
し
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
小
規
模
事
業
者

の
収
集
運
搬
費
用
を
負

担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

家
庭
ご
み
と
事
業
系
ご

み
を
よ
り
明
確
に
区
別

し
、
町
全
体
の
ご
み
処
理

費
用
負
担
を
公
平
に
す

る
こ
と
が
目
的
で
す
。

割
引
制
度
を
併
用
す
る
と
、
さ

ら
に
お
得
で
す
。
平
成
20
年
度

は
１
年
前
納
の
場
合
、
合
計
３

６
２
０
円
の
お
得
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
か
ら
口
座
か
ら

の
１
年
前
納
や
４
月
〜
９
月
分

の
６
か
月
前
納
を
希
望
さ
れ
る

　
社
会
保
険
庁
は
現
在
、
約
５

千
万
件
の
未
統
合
記
録
と
基
礎

年
金
番
号
で
管
理
さ
れ
て
い
る

記
録
と
の
名
寄
せ(
氏
名
・
性

別
・
生
年
月
日
の
突
き
合
わ
せ)

を
行
い
、
記
録
が
結
び
つ
く
と

思
わ
れ
る
方
へ
昨
年
12
月
か
ら

順
次
、
加
入
期
間
と
加
入
履
歴

を
記
載
し
た
『
ね
ん
き
ん
特
別

便
』
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

　
住
所
を
変
更
し
た
の
に
届
け

出
を
済
ま
せ
て
い
な
い
と
、『
ね

ん
き
ん
特
別
便
』
を
お
届
け
で

き
ま
せ
ん
。
ま
だ
済
ま
せ
て
い

な
い
と
い
う
方
は
次
の
所
へ
す

ぐ
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

方
は
、
市
町
村
役
場
の
国
民
年

金
担
当
窓
口(

み
な
べ
町
の
方

は
住
民
環
境
課)

へ

●
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る

方
や
そ
の
配
偶
者
の
方
は
、
お

勤
め
の
会
社
な
ど
へ

●
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
や

年
金
受
給
待
機
者
は
、
最
寄
り

の
社
会
保
険
事
務
所
〔
み
な
べ

町
の
方
は
田
辺
社
会
保
険
事
務

所(

℡
24-

０
３
２
３)

〕
へ

　
名
寄
せ
で
結
び
つ
く
可
能
性

の
あ
る
記
録
を
探
し
出
す
た
め

に
も
、
結
婚
な
ど
で
名
字
が
変

わ
っ
た
の
に
氏
名
変
更
の
届
け

出
を
し
て
い
な
い
と
い
う
方
は

届
け
出
を
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
お
手
持
ち
の
古

い
年
金
手
帳
を
確
認
し
て
、
以

前
の
名
字
の
ま
ま
と
い
う
方
は
、

市
町
村
役
場
・
国
民
年
金
担
当

窓
口
か
社
会
保
険
事
務
所
へ
す

ぐ
変
更
の
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
届
い

た
と
い
う
方
は
、
記
入
漏
れ
が

な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

訂
正
が
な
い
場
合
は
同
封
さ
れ

て
い
る
「
確
認
は
が
き
」
を
、
訂

正
が
あ
る
場
合
は
「
年
金
加
入

記
録
照
会
票
」
を
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。
本
人
か
ら
の
回
答
が

な
い
と
確
認
作
業
が
終
了
し
ま

せ
ん
の
で
、
必
ず
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。

　
平
成
20
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
の
月
額
は
、
19
年
度
よ
り

３
１
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
て
１

万
４
４
１
０
円
に
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
を
ま
と
め
て
払
う
と

割
引
さ
れ
る
前
納
制
度
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。(

例
え
ば
、

１
年
分
前
納
し
た
場
合
16
万
９

８
５
０
円
に
な
り
毎
月
々
の
納

付
よ
り
３
０
７
０
円
お
得)

　
前
納
制
度
は
、
定
額
納
付
の

場
合
だ
け
で
な
く
、
保
険
料
の

４
分
の
３
、
半
額
、
４
分
の
１

を
納
付
す
る
多
段
階
納
付
の
場

合
も
利
用
で
き
ま
す
。(

但
し
、

多
段
階
納
付
の
前
納
は
現
金
納

付
の
み)

　
口
座
振
替
の
場
合
、
当
月
分

保
険
料
を
当
月
末
に
振
り
替
え

す
る
口
座
振
替
早
収
割
引
制
度

を
利
用
す
る
と
、
１
か
月
あ
た

り
50
円
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

　
初
め
て
利
用
さ
れ
る
場
合
、

初
回
の
み
前
月
分
と
当
月
分
が

一
緒
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
前
納
制
度
と
口
座
振
替
早
収

場
合
、
２
月
29
日(

金)

ま
で
に
金

融
機
関
、
郵
便
局
、
社
会
保
険

事
務
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。(

年
金
手
帳
や
納
付
書
な
ど

基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の

と
通
帳
・
届
出
印
が
必
要
で
す)

　
く
わ
し
く
は
、
田
辺
社
会
保

険
事
務
所
か
、
住
民
環
境
課
国

民
年
金
係
へ
。

　
次
の
①
〜
④
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
事
業
所
で
す
。

①
店
舗
兼
住
宅
で
あ
る

②
従
業
員
は
同
居
の
親
族
の

み
で
あ
る

③
事
業
系
ご
み
の
量
が
家

庭
ご
み
と
同
程
度
で
あ
る

④
町
税
な
ど
に
滞
納
が
な

い　
町
の
費
用
負
担
を
受
け

る
に
は
前
も
っ
て
申
請
が

必
要
で
す
。
希
望
す
る
事

業
所
は
住
民
環
境
課
・
環

境
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
申
請
が
認
可
さ
れ
た
場

合
、
事
業
系
ご
み
は
事
業

所
用
指
定
袋
に
入
れ
て
、

町
の
指
定
し
た
収
集
日
に

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。(

袋

に
は
事
業
所
名
を
き
ち
ん
と

書
い
て
く
だ
さ
い)
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町
営
住
宅
入
居
希
望
世
帯
を

次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

〔※所在地は、「猪之山」が猪之山の中腹の団地、「猪野(西部)」が南部保育所近くの団地〕

団地名 建設
年度 (種別)・構造

猪之山昭和
61年

(改良)・

木 造 平 屋 建

世帯の月収要件

世帯員の合計月収
が 137,000円(裁量
階層の世帯の場合
は 168,000円)以下

■

家賃(月額)

17,900 ～
 25,700 円

募集
戸数

１戸

駐車場

無

間 取

３ＤＫ
(69.7 ㎡）

入居対象
世帯員数

２～３人

裁量階層とは、◎世帯員全員が52歳以上である世帯、または申込者本人が52歳以上で同居親族
が18歳未満である世帯、◎障がいの程度が身体障害者手帳１～４級所持者と同程度の方がいる
世帯、◎同居親族に小学校就学前の子どもがいる世帯、などをいいます。

猪之山平成
５年

(公営)・

木 造 平 屋 建

世帯員の合計月収
が 200,000円(裁量
階層の世帯の場合
は 268,000円)以下

19,700 ～
 51,200 円

１戸有３ＤＫ
(71.3 ㎡）

２～３人

猪 野
(西部)

昭和
50年

(改良)・
簡易耐火構造
２階建

世帯員の合計月収
が 137,000円(裁量
階層の世帯の場合
は 168,000円)以下

17,300 ～
 24,800 円

１戸無４ＤＫ
(70.3 ㎡）

４人以上

猪 野
(西部)

昭和
62年

(公営)・

木 造 ２ 階 建

世帯員の合計月収
が 200,000円(裁量
階層の世帯の場合
は 268,000円)以下

20,200 ～
 50,700 円

１戸有４ＤＫ
(77.6 ㎡）

４人以上

■①
１
年
以
上
町
内
に
、
住
所
が

あ
る
、
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
。

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族(

結
婚
予

定
者
含
む)

が
い
る
。

③
世
帯
員
全
員
に
市
区
町
村
税

の
滞
納
が
な
い
。

④
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る

⑤
入
居
契
約
時
の
敷
金
（
家

賃
３
か
月
分
）、
毎
月
の
家

賃
が
払
え
る

■①
入
居
申
込
書(

第
２
庁

舎
・
建
設
課
、
第
１
庁
舎
・

住
民
環
境
課
窓
口
に
あ
り

ま
す)

②
世
帯
員
全
員
の
住
民
票

③
世
帯
員
全
員
の
平
成
19

年
度
所
得
証
明
書
（
乳
幼
児

〜
高
校
生
は
除
く
）　

④
世
帯
員
全
員
の
平
成
18

年
度
・
19
年
度
市
区
町
村
税

納
税
証
明
書
（
同
右
）　

⑤
そ
の
ほ
か
町
が
必
要
と

す
る
書
類
（
現
住
の
家
屋
の

間
取
り
な
ど
を
町
が
調
査

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同

意
書
、
暴
力
団
員
で
は
な
い

か
の
照
合
に
関
す
る
同
意

書
、
現
在
ア
パ
ー
ト
に
住
ん

で
い
る
方
は
そ
の
賃
貸
借

契
約
書
の
写
し
な
ど
。
く
わ

し
く
は
建
設
課
へ)

■　
２
月
１
日(

金)

〜
14
日(

木)

　
　 

（
土
・
日
、
祝
日
除
く
）

■　
第
２
庁
舎
・
建
設
課

（
身
体
に
障
が
い
な
ど
が
あ
り
、

建
設
課
ま
で
行
け
な
い
と
い
う

方
、
ま
た
、
昨
年
10
月
の
募
集
時

に
申
し
込
ま
れ
た
方
は
、
電
話

な
ど
で
建
設
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
）

■

　
募
集
締
め
切
り
後
、
選
考
委

員
会
で
審
査
を
行
い
、
優
先
入

居
の
有
無
、
ま
た
、
抽
選
対
象

世
帯
な
ど
を
決
め
ま
す
。
優
先

入
居
が
無
い
場
合
、
抽
選
対
象

世
帯
に
よ
る
公
開
抽
選
を
行
い

ま
す
。

※
申
し
込
み
資
格
要
件
に
該
当

し
な
い
場
合
や
、
提
出
書
類
に

不
備
が
あ
る
場
合
は
、
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
。
申
し
込
み
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
提
出
前
に

建
設
課
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●募集人数　１０人程度 (応募多数の場合は抽選させていただきます)

●募集学年　新１年生 ・ 新３年生(若干名)

いちご大福作りに挑戦中です

●応募方法　教育学習課(℡74-3134）へ電話で申し込んでく
　　　　　　ださい。その際、児童名・学校名・保護者名・住
　　　　　　所・電話番号をお聞きします。

　昨年12 月に誕生したみなべのガールスカウトが平成20 年
度の新入団員を次の通り募集します

●体験学習会・

　保護者説明会

　　３月８日(土)

●体験学習会・保

　護者説明会の

　後、本申し込み

　をしていただ

　きます。

●申込締切　２月29 日(金)（仮申し込みになります）
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町
が
平
成
20
年
度
に
発
注
す

る
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
、
ま
た

物
品
の
製
造
や
販
売
、
役
務
の

提
供
な
ど
の
入
札
に
参
加
を
希

望
さ
れ
る
町
内
の
業
者
は
、
次

の
要
領
で
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
提
出
し
て
い
た
だ
け
な
い
場

合
は
、
町
が
執
行
す
る
入
札
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
但
し
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
等
業
務
、
物
品
製
造

等
に
つ
い
て
、
昨
年
提
出
し
て

い
た
だ
い
た
業
者
は
平
成
20
年

度
も
有
効
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
今
回
提
出
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

①
受
付
期
間
　
３
月
３
日(

月)

〜
３
月
31
日(

月)(

土
日
、
祝
日

を
除
く)

　

※
受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
30
分(

正
午
〜
午

後
１
時
は
除
く)

②
受
付
場
所
　
役
場
検
査
室

(

第
１
庁
舎
２
階)

③
申
請
書
の
宛
名
　
み
な
べ
町

長  

山
田
五
良

④
申
請
区
分
　
　
(1)
建
設
工

事
、
(2)
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
等
業
務
、
(3)
物
品
製
造

等(

物
品
の
販
売
、
施
設
の
管
理

業
務
、
ほ
か)

⑤
申
請
資
格
　
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
は
申
請
資
格
が

あ
り
ま
せ
ん
。

◎
申
請
時
に
諸
税
を
滞
納
し
て

い
る
者
、
◎
建
設
業
法
の
規
定

に
基
づ
く
許
可
を
受
け
て
い
な

い
者
、
ほ
か

⑥
提
出
書
類
　
国
の
統
一
様
式

に
準
じ
、
サ
イ
ズ
は
Ａ
４
と
し
、

Ａ
４
版
フ
ラ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
に

綴
じ
て
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
イ
ル

の
色
は
次
の
通
り
で
す
。

(1)
建
設
工
事
↓
青
色
、
(2)
測
量
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務

↓
緑
色
、
(3)
物
品
製
造
等
↓
桃

色　
提
出
時
の
添
付
書
類(

納
税

証
明
書
な
ど)

に
つ
い
て
は
検

査
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
提
出
書
類
に
不
備
が
あ
る

場
合
、
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

⑦
有
効
期
間
　
　
(1)
建
設
工
事

↓
平
成
20
・
21
年
度
、
(2)
測
量
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務

　
３
月
15
日(

土)

か
ら
、
Ｊ
Ｒ
西

日
本
の
ダ
イ
ヤ(

時
刻
表)

が
改

正
さ
れ
、
ス
ー
パ
ー
く
ろ
し
お

30
号
〔
行
先
＝
新
大
阪
方
面(

下

り))

が
南
部
駅
に
も
停
車
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
南
部
駅
発

時
刻
は
16
時
42
分
で
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
和
歌
山
駅(

阪
和
線)

か
ら
大
阪
環
状
線
へ
乗
り
入
れ

る
快
速
列
車
も
増
え
、
大
阪
方

面
へ
の
利
用
が
さ
ら
に
便
利
に

な
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本

和
歌
山
支
社(

℡
０
７
３-

４

２
５-
６
０
９
１)

へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
和
歌
山
大
学
紀
南
サ
テ
ラ
イ

ト
が
、
２
０
０
８
年
度
前
期
の

大
学
院
科
目
履
修
生
・
学
部
科

目
等
履
修
生
・
学
部
開
放
授
業

受
講
生
を
次
の
通
り
募
集
中
で

す
。(

①
は
開
講
月
、
②
は
定
員)

●
大
学
院
授
業
　
○
観
光
と
経

営
の
諸
問
題(

①
４
月
・
５
月
、

②
10
人)

、
○
現
代
の
経
済
と
金

融(

①
５
月
・
６
月
、
②
10
人)

、

○
都
市
景
観
と
歴
史
・
社
会(

①

７
月
、
②
10
人)

　
※
主
に
金
曜

日
夜
間
と
土
曜
日
に
開
講

●
学
部
授
業
　
○
漱
石
文
学
と

日
本
の
近
代(

①
４
月
〜
７
月
、

②
50
人)

、
○
近
代
中
国
の
歩
み

と
日
本(

①
４
月
〜
７
月
、
②
50

人)

　
※
主
に
土
曜
日
に
開
講

●
場
所
　
県
立
情
報
交
流
セ
ン

タ
ー
Ｂ
i
g
・
Ｕ(

田
辺
市
新
庄

町)●
申
込
締
切
日 

３
月
14
日(

金)

　
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
は
、

和
歌
山
大
学
紀
南
サ
テ
ラ
イ
ト

　
長
い
伝
統
と
わ
が
国
最
大
規

模
を
誇
る
公
募
展
「
第
39
回
日

展(

大
阪
展)

」
が
次
の
通
り
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
も
田
中
紀
子
さ
ん(

東

吉
田)

の
作
品
、
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

(

工
芸
美
術
部
門
の
特
選)

が
出

展
さ
れ
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ

て
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
２
月
23
日(

土)

〜
３

月
23
日(

日)(

月
曜
日
は
休
館)

■
と
こ
ろ
　
大
阪
市
立
美
術
館

(

℡
０
６-

６
７
７
１-

４
８
７

４
、
天
王
寺
公
園
内)

　
く
わ
し
く
は
、
大
阪
市
立
美

術
館
へ
。(

同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
、http://www.city.osaka.

jp/museum-art/)

事
務
室(

℡
23-

３
９
７

７)

へ(

業
務
日
時
は
火

〜
土
曜
日
、
午
前
９
時

〜
午
後
５
時)

。

　
同
サ
テ
ラ
イ
ト
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

http://www.wakayama-
u.ac.jp/kinan

　

田
中
さ
ん
の
作
品

「
悠
久
の
刻(

ゆ
う
き
ゅ
う
の
と
き)

」

　(

１
８
０
セ
ン
チ
×
１
２
０
セ
ン
チ)

↓
平
成
20
年
度
の
み
、
(3)
物
品

製
造
等
↓
平
成
20
年
度
の
み
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 (場所 ふれ愛センター)
健診名(対象乳幼児) 実  施  日 受 付 時 間

13:00～13:302 月13 日(水)

13:00～13:30

１歳６か月児健診
(平成18年6月・7月生まれ)

2 月19 日(火)４ か 月 児 健 診
(平成19年10月生まれ)

各園とも、１日(金)10:00～11:00 に行います。
（但し、清川保育所は行いません）

　　恐れ入ります
　が、献血の際、献血カードか、本人であることを証
　明できるもの(運転免許証など)をご持参ください。

9:30～12:00・13:30～16:00

高城保育所(℡75-2044)
　　ひなまつり
清川保育所(℡76-2251)
　　外で自由遊び
上南部保育所(℡74-3022)
　　外で自由遊び
南部保育所(℡72-4520)
　　外で自由遊び

３日(月)10:00～11:00

４日(火)10:00～11:00

５日(水)10:00～11:00

13日(木)10:00～11:00

(社会福祉センター)
2月1日(金)・8日(金)・15日(金)・22日(金)・29日(金)

18:00～21:00

　～ふれ愛センター～

　2月7日(木)・21日(木) 13:30～15:00

対象のお子さんには案内状(問診票同封)を送ります。

 (場所 ふれ愛センター)
予 防 接 種 名 実  施  日 受 付 時 間

2月21日(木) 13:00～13:20Ｂ Ｃ Ｇ

対象　生後３か月以上６か月未満のお子さん(やむを得な
　い場合は１歳まで)

2月22日(金) 13:00～13:20
対象　平成18年12月～19年1月生まれのお子さん

麻しん風しん混合(1 期)

　乳がんは乳腺にできるがんで、近年、食生活の
変化などから急激に増えています。

　乳がんのリスクが高まる30 歳を過ぎたら、定期的に
自己検診を！
　月経がある方は終わって１週間後に、閉経後の方は
日を決めて、毎月１回の自己触診を心がけましょう。
以前になかったしこりや、何らかの異常を感じたら早
めに医療機関で受診してください。
　40 歳以上の方は、隔年(遇数歳)にミニドックで乳房
検診を受けましょう。

　昨年、ミニドックや胸部レントゲン検診を受診し
て「精密検査が必要」と言われたのに、まだ検査に
行っていないという方はいらっしゃいませんか。
　それでは健診を受けた意味がありません。ぜひ早
めに医療機関へ行って検査を受けてください。
　なお、精密検査を受けずに、来年度のミニドッグで
検査を受けることは避けてください。

と　き　
ところ　

　町食生活改善推進協議会( 池田朋子会長) が、
ずっと健康でいるためにどうしたらいいか学びた
い方のために、「ヘルスサポーター 2 1」養成講座
を開催します。１日じっくり健康づくりのための
食生活や運動方法などについて勉強しませんか。
　なお、受講された方には登録証を差し上げま
す。
●定　員　成人２０人
●内　容　健康に関するお話と運動、調理実習
　　運動できる服装でおいでください。またエプ
　　ロン、三角巾などもご持参ください。
●参加費　無料
　ぜひ勉強したいという方は、２月18 日(月)まで
にふれ愛センターへ申し込んでください。( 但し、
定員になり次第締め切ります)
　申し込まれた方には後日、くわしい案内状を
　差し上げます。

　現在、県内の血液不足は非常に深刻な状態に
なっています。献血は、健康な方ならだれでも
できるボランティアです。どうぞご協力をお願
いします。
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■■■■■
●14日(木)13:30～15:30
●役場第１庁舎で
◆人権相談(人権擁護委員)
◆行政相談〔国・県・町などへ
　の苦情や要望〕(行政相談員)
■■■■■ 　
●当分、閉室します。連絡は教
育学習課(℡74-2191)へ
■■■■■ ( 保健師)
●毎週金曜日9:00～12:00
●ふれ愛センターで
■■■■■
●毎週月～金曜日9:00～16:00
●片町 はあと館で

◆ 20 日(水)13:30～15:30、南
　部公民館(片町)で
　相談員が求人情報を提供、
また求職の相談を受けます。
くわしくは、同ハローワーク(田
辺市朝日ヶ丘 ℡22-2626)へ。

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身
に相談にのってくれます。ま
た行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる
問題については、地域担当の
民生児童委員さんと一体に
なって活動する主任児童委員
さんもいます。
　近くの民生児童委員さんの
お名前やくわしいことは、保
健福祉課(℡72-2544)へ。

無 料
秘密厳守( )

◆ 9日(第2土曜日)→ 8:30～
　16:00、年金相談窓口開設。
◆ 12日(火)→19:00まで年金相
　談窓口の受付時間延長
 くわしくは、同事務所(田辺
市朝日ヶ丘 ℡24-0435)へ。

 月～金曜日 午前8:30～午後5:15
  (月曜日は午後7:00まで・祝日は休み)
 第２土曜日 午前9:30～午後4:00

(ＩＰ電話・ＰＨＳからは℡ 03-6700-1165 へ)

■高城保・清川保、人形劇観劇
(10:00～・高城保)
■南部幼、近くへ観梅
■白梅幼、来年度新入児説明会
■岩代小、節分集会
■清川中2年、福祉体験学習(9:
30～・なかよし作業所)
■とっておきの会(13:30～・ふれ
愛センター) ■南部保・上南部保、南部梅林へ

遠足
■愛之園保、開放保育(お店やさ
んごっこ)
■清川中1年、福祉体験学習(12:
30～・ふれ愛センター)

■こひつじランド星の子広場(１
～５歳)(10:00～･役場第１庁舎)
／ミュージックママ(13:00～・
南部公民館)
■南部小5年、工場見学
■岩代小6年、中学校入学説明会

■こひつじランド星の子広場
(０～１歳)(10:00～･愛之園保)

■南部保、避難訓練
■こひつじランド星の子広場(１
～５歳)(10:00 ～･ふれ愛セン
ター)
■４か月児健診(H19年10月生ま
れ)(13:00～･ふれ愛センター)
■岩代小、授業参観・学級懇談会
／しそ梅販売

■高城保、来年度入所予定児体
験入園
■清川保、来年度入所予定児体
験入園
■南部幼、生活発表会(年中・年
少)
■こひつじランド星の子広場
(０～１歳)(10:00～･ふれ愛セ
ンター)
■高城中、お別れ遠足
■ハローワーク田辺巡回相談
(13:30～・南部公民館)

■上南部保、音楽発表会・給食参
観
■高城保、保育へ保護者参加
■愛之園保、別院先生の読み聞
かせ会
■こひつじランドつどいの広場・
ミュージックママ(13:00～・南部
公民館)
■南部小2・6年、授業参観懇談会

■愛之園保、避難訓練
■こひつじランドつどいの広
場・はいはい(10:00～・ふれ愛
センター)
■上南部小1・2・5・6年、梅林
写生会
■南部中1・2年、保護者面談(～
15日)
■田辺社会保険事務所年金相談
窓口時間延長(～19:00)

■上南部保、避難訓練(火災)
■ＢＣＧ予防接種(生後3か月以
上6か月未満のお子さん)(13:00
～･ふれ愛センター)
■南部小、来年度新入児１日体
験入学
■上南部中1年、高齢者疑似体験
■高城中2年、総合発表会
■とっておきの会(13:30～・ふれ
愛センター)

■こひつじランドつどいの広場・
よちよち・きらきら(10:00～・愛
之園保)
■上南部小4年、梅林写生会

■南部小4・5年、授業参観懇談会
■南部中3年、三者面談(～29日)
■上南部中3年、三者面談(～29
日)
■高城中1年、総合発表会
■県防災ヘリコプター・救助救
出訓練(10:00～16:00・三里峰)

■清川保、避難訓練
■南部幼、絵本の読み聞かせ
■こひつじランドつどいの広
場・ひまわり(10:00～・愛之園)
■岩代小、なわとび集会
■高城小5年、喫煙防止教室

■ひかり保、節分豆まき
■南部幼、節分(鬼と遊ぼう)
■ガールスカウト、シッタポン
(紙座布団)作りほか(9:30～・
生涯学習センター)
■梅の里中学生バレーボール大
会(～3日・南中体育館ほか)

■町県民税の申告・所得税の確
定申告受付開始(～3月17日)

■南部幼、生活発表会(年長)
■梅の里小学生バレーボール新
人大会(～24日・上小体育館ほか)
■南部梅林、梅の種とばし大会
(12:00～)／もちなげ(14:00～)
■岩代大梅林、ししまい(11:00
～)／ひかり保育所園児のよさ
こい鳴子踊り(12:00～)

■田辺社会保険事務所で年金
相談窓口開設(8:30～16:00)
■南部梅林、上南部中２年生・
紀州梅林太鼓演奏(11:00～・13:
00～)
■岩代大梅林、ダブルダッチ体
験(11:00～)
■岩代大梅林へハイキング＆写
生大会(問合：教育学習課℡74-
3134)
■梅の里小学生バレーボール大
会(上小体育館ほか)

■清川小133周年開校記念日
■岩代大梅林、獅子舞(12:00～)
／もちなげ(14:00～)
■南部梅林、もちなげ(14:00～)
■ゆめよみ館・連続講座「小中
学生と本をつなぐ」(14:00～)
■福祉職場就職相談会(13:00
～・田辺市ガーデンホテルハナ
ヨ)(問合：田辺市社協 ℡26-
4918)

■上南部保、観劇「泣いた赤お
に」
■岩代小、梅学習(ラベル・チラ
シ・ポスター作り開始)
■南部中3年、三者面談(～5日)
■上南部中3年、三者面談(～5
日)
■高城中3年、三者面談(～5日)

　固定資産税(4期)/国民
健康保険税(8 期)/ 介護保険料
(普通徴収8期)

■高城小、日曜授業参観(13:00
～)
■岩代大梅林、よさこいおどり
(プラリズム～梅舞～他)(11:00
～)／梅の種とばし大会(12:00～)
■南部梅林、もちなげ(14:00～)
■ゆめよみ館・連続講座「小中
学生と本をつなぐ」(14:00～)

■高城小6年、中学校入学説明会
■上南部中3年、遠足

■ヘルスサポーター21養成講座
(9:30～15:00・ふれ愛センター)
■とっておきの会(13:30～・ふ
れ愛センター)

２月は
◆冬の省エネキャンペーン(12
月1日～3月31日)
◆「はたちの献血」キャンペー
ン(1月1日～2月29日)
◆緑の募金(1月15日～5月31日)

◆北方領土の日

◆旅券の日

◆情報セキュリティの日
◆世界湿地の日

■おひさま広場(保育所開放)、
ひなまつり(10:00～・高城保)
■愛之園保、ひなまつり
■南部幼、ひなまつり会／来年
度新入児体験入園

■おひさま広場(保育所開放)、
外で自由遊び(10:00～・清川保)

■おひさま広場(保育所開放)、
外で自由遊び(10:00～・上南部
保)

■南郷図工美術作品展(～ 1 7
日・南部公民館)
■ひかり保、マラソン大会
■南部梅林、よさこいおどり
(プラリズム～梅舞～)(13:00
～)／もちなげ(14:30～)
■岩代大梅林、音楽祭(吹奏楽)
(11:30～)

■南部梅林、ビンゴゲーム大会
(12:00～)／もちなげ(14:00～)
■岩代大梅林、炭琴・大正琴コ
ンサート(13:00～)／もちまき
(15:00～)
■熊瀬川区主催・鶴の湯温泉感
謝祭

■第７回県市町村対抗ジュニア
駅伝競走大会(和歌山市)
■ガールスカウト、シンキング
デー(ＧＳ創立者記念日)・県内
のＧＳ団員が集まってきます
(10:00～・ふれ愛センター～南
部梅林)
■南部梅林、お茶席(野点)(10:
3 0 ～)／お楽しみクイズ大会
(13:00～)／もちなげ(14:30～)
■岩代大梅林、もちつき(11:00
～)／Live in Iwashiro(アマチュ
アバンド演奏)(11:30～)

■南部梅林、梅供養(10:00～)
／梅料理キャンペーン(展示・
試食会)(11:00 ～)／梅茶サー
ビス(11:00～)／もちなげ(14:
00～)
■岩代大梅林、もちつき(11:00
～)／北道王子太鼓演奏(12:00
～)

◆製品安全点検日

■高城保、お楽しみ会
■清川小、来年度新入児１日体
験入学
■南部小1・3年、授業参観懇談会

■南部保、絵本の読み聞かせ
■白梅幼、南部梅林へ遠足
■こひつじランドつどいの広
場・ちくちく(10:00～・愛之園
保)／マタニティサロン(13:30
～･愛之園保)
■上南部小、避難訓練(地震)
■１歳６か月児健診(H18 年 6
月・7月生まれ)(13:00～･ふれ愛
センター)
■県防災ヘリコプター・救助救
出訓練(13:30～15:00・三里峰)

■南部保、来年度新入児説明会
■高城保・清川保、南部梅林へ遠
足
■こひつじランド育児講座・親
子クッキング(10:00～・ふれ愛セ
ンター)／読み聞かせサークルお
はなしおはなし(10:00～・南部公
民館)
■上南部小3年、梅林写生会
■高城小5・6年、備長炭風鈴作り
■人権・行政相談(13:30～･役場
第1庁舎)

■ (9:30～12:00/13:30～16:
00役場第１庁舎)
■高城保、避難訓練(地震)
■麻しん･風しん混合予防接種
(H18年12月・H19年1月生まれの
お子さん)(13:00～･ふれ愛セン
ター)
■愛之園保、eco孫爺１年間あり
がとうお食事会
■岩代小、おにぎり作り
■上南部小6年、保護者会・中学
校入学説明会
■高城小6年、租税教室
■清川小5年、喫煙防止教室
■清川中、来年度新入生説明会

■給与所得者等の還付申告受付
開始(御坊税務署、役場税務課)
■おひさま広場(保育所開放)、
節分まつり(10:00～/南部保・上
南部保・高城保)
■清川保、節分豆まき会
■ひかり保、絵本読み聞かせ
■南部幼、避難訓練(地震)
■こひつじランドつどいの広場・
たんぽぽ(10:00～・愛之園保)
■南部小6年、保護者会・中学校
入学説明会
■清川小、なわとび大会
■南部中3年、三者面談

講師 気象予報士 南
利幸さん)(13:15～・生涯学習
センター)

2月13日～15日(8:30～17:15)

　　℡0120-007-110 または
　　℡073-425-2704

いじめ・体罰・不登校・虐待な
ど、子どもの人権に関わる相
談に、子どもの人権専門委員
が電話相談に応じてくれます

■ガールスカウト体験学習会・
保護者説明会

◆北方領土返還運動全国強調月
間
◆省エネルギー月間
◆平成19年分の所得税(2月18日
～3月17日)と贈与税(2月1日～

3月17日)、個人事業者の消費税
と地方消費税(1月～3月31日)
の確定申告
◆生活習慣病予防週間(1日～7
日)

ところ (現地集合)
時間　 (予定)

　うばめがしなど森の苗木を
植樹します。皆さん、ぜひご参
加ください。おいしい焼き芋
もあります！
問合：役場産業課(℡72-1337)

12:30切目駅集合～13:00出発
～17:00ごろ岩代駅で解散

　途中15:00ごろ西岩代八幡神
社で「万葉うたがかりコンサー
ト」が行われます。
問合：役場産業課

(9:00～15:30・役場第１庁舎)

各梅林のイベントは、開花
状況や天候によって変更
する場合があります。



広
報
み
な
べ
２
月
号
　
平
成
20
年
２
月
１
日
発
行(

第
41
号)

編
集
発
行
・
み
な
べ
町
総
務
課

〒
645-

0002 

和
歌
山
県
日
高
郡
み
な
べ
町
芝
７
４
２
番
地

℡
０
７
３
９-

72-

２
０
１
５ 

FAX
０
７
３
９-

72-

１
２
２
３

みなべ町のホームページ
 http://www.town.minabe.lg.jp/ 広報みなべは再生紙を使用しています。

同・携帯電話用サイトのアドレス＆ＱＲコード
  http://www.town.minabe.lg.jp/i/i.html

了承をいただいた方だけ
を掲載しています( )

出生
死亡
転入
転出

(－ 8人）
(＋ 5人）
(－ 3人）
(＋5世帯）

西 岩 代
東 岩 代
受 領
共 和 東
本 郷
共 和 西
西 本 庄
晩稲熊岡

111/129(86.0%)
143/181(79.0%)
34/ 36(94.4%)
212/260(81.5%)
107/129(82.9%)
36/ 77(46.8%)
198/264(75.0%)
116/364(31.9%)

(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比＋1)
(前月比±0)
(前月比＋1)
(前月比＋2)
(前月比＋6)

公共下水 862/約1,300(66.3%)
(前月比＋9)農業集落排水

(件)(12月31日現在)

12月末現在(前月比)
男
女
人口
世帯数

  7,020人
  7,665人
 14,685人
4,701世帯

 6人
17人
22人
14人

12月中の異動

編集後記　1月17日、休みをとり梅の郷救助隊
の皆さんにくっついて神戸へ行ってきました。
「みんなが喜んでくれるのがうれしい。元気でボ
ランティアできるのがうれしい」という皆さん
に、できない理由を探す前に、まず実行！私も
見習わなくちゃ…。（し）

　去年の暮れも、町のあちこち
のお家などでイルミネーション
がまたたき、暮れでせわしくな
りがちな私たちの心をほんのり
させてくれました。

北道、丹河地蔵の
イチョウもライト
アップであでやか
に

片町で

東本庄で

西本庄で

ＪＲ南部駅前通りのイルミネーション。毎年、暮れから
年始にかけて町商工会青年部の皆さんが飾り付けてい
ます。
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